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(57)【要約】
開示される例示の一実施形態は、複数の入力リード線を
有するミキサと、ミキサの第１の入力リード線に結合さ
れた第１の変性インピーダンス要素と、ミキサの第２の
入力リード線に結合された第２の変性インピーダンス要
素と、ミキサのためのＬＯ信号を生成する、複数のデュ
ーティサイクルモードを備える局部発振器（ＬＯ）シス
テムと、を備え、局部発振器システムは、ミキサの第１
の利得状態に基づいて第１のデューティサイクルで、そ
してミキサの第２の利得状態に基づいて第２のデューテ
ィサイクルで、動作する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の入力リード線を有するミキサと、
　前記ミキサの第１の入力リード線に結合された第１の変性インピーダンス要素と、
　前記ミキサの第２の入力リード線に結合された第２の変性インピーダンス要素と、
　前記ミキサのためのＬＯ信号を生成する、複数のデューティサイクルモードを備える局
部発振器（ＬＯ）システムと、
　を備え、前記局部発振器システムは、前記ミキサの第１の利得状態に基づいて第１のデ
ューティサイクルで、そして前記ミキサの第２の利得状態に基づいて第２のデューティサ
イクルで、動作する、装置。
【請求項２】
　前記ミキサの前記第１の利得状態は、高利得状態を備え、そして前記ミキサの前記第２
の利得は、低利得状態を備える、請求項１の装置。
【請求項３】
　前記第１のデューティサイクルは、前記第２のデューティサイクルのデューティサイク
ルレートよりも低いデューティサイクルレートを備える、請求項１の装置。
【請求項４】
　前記第１および前記第２の変性インピーダンス要素の各々は、抵抗と、キャパシタと、
トランジスタと、直列に結合された抵抗とキャパシタと、直列に結合された抵抗とトラン
ジスタと、直列に結合されたキャパシタとトランジスタと、直列に一緒に結合された抵抗
とキャパシタとトランジスタと、のうちの少なくとも１つを備える、請求項１の装置。
【請求項５】
　前記ミキサは、各々が、各リード線が異なる変性インピーダンス要素に結合された複数
の入力リード線を有する複数のミキサを備え、前記ＬＯシステムは、前記複数のミキサの
ための前記ＬＯ信号を生成し、そして前記局部発振器は、前記複数のミキサの前記第１の
利得状態に基づいて前記第１のデューティサイクルで、そして前記複数のミキサの前記第
２の利得状態に基づいて前記第２のデューティサイクルで、動作する、請求項１の装置。
【請求項６】
　複数のデューティサイクルモードを有する局部発振器（ＬＯ）に結合されたミキサの利
得状態を決定することと、なお前記決定された利得状態は、前記ミキサの第１および第２
の利得のうちの少なくとも一方に対応する、
　前記ミキサの前記決定された利得状態に基づいて前記局部発振器システムの前記複数の
デューティサイクルモードからデューティサイクルモードを選択することと、
　前記ミキサの決定された第１の利得状態に基づいて、選択された第１のデューティサイ
クルモードで動作するように前記局部発振器システムに指示することと、
　前記ミキサの決定された第２の利得状態に基づいて、選択された第２のデューティサイ
クルモードで動作するように前記局部発振器システムに指示することと、
　を備える方法。
【請求項７】
　コンピュータに、複数のデューティサイクルモードを有する局部発振器（ＬＯ）に結合
されたミキサの利得状態を決定するようにさせるためのコードと、なお前記決定された利
得状態は、前記ミキサの第１および第２の利得のうちの少なくとも一方に対応する、
　前記コンピュータに、前記ミキサの前記決定された利得状態に基づいて前記局部発振器
システムの前記複数のデューティサイクルモードからデューティサイクルモードを選択す
るようにさせるためのコードと、
　前記コンピュータに、前記ミキサの決定された第１の利得状態に基づいて、選択された
第１のデューティサイクルモードで動作するように前記局部発振器システムに指示するよ
うにさせるためのコードと、
　前記コンピュータに、前記ミキサの決定された第２の利得状態に基づいて、選択された
第２のデューティサイクルモードで動作するように前記局部発振器システムに指示するよ
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うにさせるためのコードと、
　を備えるコンピュータ可読媒体、
　を備えるコンピュータプログラムプロダクト。
【請求項８】
　複数のデューティサイクルモードを有する局部発振器（ＬＯ）に結合されたミキサの利
得状態を決定するための手段と、なお前記決定された利得状態は、前記ミキサの第１およ
び第２の利得のうちの少なくとも一方に対応する、
　前記ミキサの前記決定された利得状態に基づいて前記局部発振器システムの前記複数の
デューティサイクルモードからデューティサイクルモードを選択するための手段と、
　前記ミキサの決定された第１の利得状態に基づいて、選択された第１のデューティサイ
クルモードで動作するように、そして前記ミキサの決定された第２の利得状態に基づいて
、選択された第２のデューティサイクルモードで動作するように、前記局部発振器システ
ムに指示するための手段と、
　を備える装置。
【請求項９】
　複数のミキサコアを備えるミキサと、
　前記ミキサに供給されるＬＯ信号を生成する、複数のデューティサイクルモードを備え
る局部発振器（ＬＯ）システムと、
　（ａ）前記ミキサの第１の利得に基づいて第１のデューティサイクルモードで、前記複
数のミキサコアからの第１のミキサコアと、前記局部発振器システムとを動作させ、（ｂ
）前記ミキサの第２の利得に基づいて前記第１のデューティサイクルモードで、前記ミキ
サと、前記複数のミキサコアからの第２のミキサコアとのうちの少なくとも一方と、前記
局部発振器システムとを動作させ、そして（ｃ）前記ミキサの第３の利得に基づいて第２
のデューティサイクルモードで、前記第１のミキサコアと、前記局部発振器システムとを
動作させるコントローラと、
　を備える装置。
【請求項１０】
　前記複数のミキサコアの中の少なくとも１つのミキサコアは、前記複数のミキサコアの
中の他のミキサコアとは異なるインピーダンス値を備える、請求項９の装置。
【請求項１１】
　前記第１のミキサコアは、前記第２のミキサコアよりも小さなインピーダンス値のもの
である、請求項１０の装置。
【請求項１２】
　前記ミキサコアの各々は、複数の入力リード線を有し、第１の変性インピーダンス要素
は、第１のミキサコアの第１の入力リード線に結合され、第２の変性インピーダンス要素
は、前記第１のミキサコアの第２の入力リード線に結合され、第３の変性インピーダンス
要素は、第２のミキサコアの第１の入力リード線に結合され、そして第４の変性インピー
ダンス要素は、前記第２のミキサコアの第２の入力リード線に結合される、請求項９の装
置。
【請求項１３】
　前記第１、第２、第３および第４の変性インピーダンス要素の各々は、抵抗と、キャパ
シタと、トランジスタと、直列に結合された抵抗とキャパシタと、直列に結合された抵抗
とトランジスタと、直列に結合されたキャパシタとトランジスタと、直列に一緒に結合さ
れた抵抗とキャパシタとトランジスタと、のうちの少なくとも１つを備える、請求項１２
の装置。
【請求項１４】
　前記ミキサは、第１の入力と第２の入力とを備え、そして前記ミキサの前記第１の入力
は、前記ミキサコアの前記第１の入力リード線を備え、そして前記ミキサの前記第２の入
力は、前記ミキサコアの前記第２のリード線を備える、請求項１２の装置。
【請求項１５】
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　前記ミキサは、第１の出力と第２の出力とを備え、前記複数のミキサコアは、各々、第
１の出力と第２の出力とを備え、そして前記ミキサの前記第１の出力は、前記ミキサコア
の前記第１の出力を備え、そして前記ミキサの前記第２の出力は、前記ミキサコアの前記
第２の出力を備える、請求項１２の装置。
【請求項１６】
　各々が、前記ミキサの対応する入力リード線に結合された複数の出力リード線を有する
低雑音増幅器（ＬＮＡ）、
　をさらに備える請求項９の装置。
【請求項１７】
　前記ＬＮＡは、可変利得ＬＮＡを備える、請求項１６の装置。
【請求項１８】
　前記複数のミキサコアの各々は、能動コアと受動コアとのうちの少なくとも一方を備え
る、請求項９の装置。
【請求項１９】
　前記局部発振器（ＬＯ）システムは、前記第１および前記第２のデューティサイクルモ
ードに対応するデューティサイクルを生成するデューティサイクルジェネレータシステム
をさらに備える、請求項９の装置。
【請求項２０】
　前記局部発振器（ＬＯ）システムは、
　各々が、前記デューティサイクルジェネレータシステムの前記複数の出力リード線の中
の対応する出力リード線に結合された複数の入力リード線と、
　前記コントローラから受信される制御信号に基づいて前記の第１および第２のデューテ
ィサイクルのうちの少なくとも一方に対応する信号を前記ミキサに供給する、前記ミキサ
の前記第１のミキサコアの対応する第１の複数の入力リード線に結合された第１の複数の
出力リード線と、
　前記コントローラから受信される制御信号に基づいて前記の第１および第２のデューテ
ィサイクルのうちの少なくとも一方に対応する信号を前記ミキサに供給する、前記ミキサ
の前記第２のミキサコアの対応する第２の複数の入力リード線に結合された第２の複数の
出力リード線と、
　を備えるバッファシステムをさらに備える、請求項１９の装置。
【請求項２１】
　前記ミキサの前記第１の利得状態は、高利得状態を備え、前記ミキサの前記第２の利得
は、低利得状態を備え、そして前記第３の利得状態は、前記ミキサの前記第２の利得より
も低い低利得状態を備える、請求項９の装置。
【請求項２２】
　各々が、複数のミキサコアを備える複数のミキサ、をさらに備え、前記局部発振器（Ｌ
Ｏ）システムは、前記複数のミキサに供給されるＬＯ信号を生成し、そして前記コントロ
ーラは、（ａ）前記複数のミキサの第１の利得に基づいて第１のデューティサイクルモー
ドで、前記複数のミキサの各々の中の前記複数のミキサコアからの前記第１のミキサコア
と、前記局部発振器システムとを動作させ、（ｂ）前記複数のミキサの第２の利得に基づ
いて前記第１のデューティサイクルモードで、前記複数のミキサと、前記複数のミキサの
各々の中の前記複数のミキサコアからの第２のミキサコアとのうちの少なくとも一方と、
前記局部発振器システムとを動作させ、そして（ｃ）前記複数のミキサの第３の利得に基
づいて第２のデューティサイクルモードで、前記複数のミキサコアからの前記第１のミキ
サコアと、前記局部発振器システムとを動作させる、請求項９の装置。
【請求項２３】
　複数のミキサコアを有し、そして複数のデューティサイクルモードを有する局部発振器
（ＬＯ）に結合されたミキサの利得状態を決定することと、なお前記決定された利得状態
は、前記ミキサの第１、第２、および第３の利得のうちの少なくとも１つに対応する、
　前記ミキサの前記決定された利得状態に基づいて、前記複数のミキサコアからのミキサ
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コアと、前記局部発振器システムの前記複数のデューティサイクルモードからのデューテ
ィサイクルモードとを選択することと、
　前記ミキサが、前記第１の利得状態にあることが決定される場合に、選択された第１の
デューティサイクルモードで動作するように、そして選択された第１のミキサコアにＬＯ
信号を供給するように、前記局部発振器システムに指示することと、
　前記ミキサが、前記第２の利得状態にあることが決定される場合に、前記選択された第
１のデューティサイクルモードで動作するように、そして前記ミキサと、選択された第２
のミキサコアとのうちの少なくとも一方にＬＯ信号を供給するように、前記局部発振器シ
ステムに指示することと、
　前記ミキサが、前記第３の利得状態にあることが決定される場合に、選択された第２の
デューティサイクルモードで動作するように、そして前記選択された第１のミキサコアに
ＬＯ信号を供給するように、前記局部発振器システムに指示することと、
　を備える方法。
【請求項２４】
　コンピュータに、複数のミキサコアを有し、そして複数のデューティサイクルモードを
有する局部発振器（ＬＯ）に結合されたミキサの利得状態を決定するようにさせるための
コードと、なお前記決定された利得状態は、前記ミキサの第１、第２、および第３の利得
のうちの少なくとも１つに対応する、
　前記コンピュータに、前記ミキサの前記決定された利得状態に基づいて、前記複数のミ
キサコアからのミキサコアと、前記局部発振器システムの前記複数のデューティサイクル
モードからのデューティサイクルモードとを選択するようにさせるためのコードと、
　前記コンピュータに、前記ミキサが、前記第１の利得状態にあることが決定される場合
に、選択された第１のデューティサイクルモードで動作するように、そして選択された第
１のミキサコアにＬＯ信号を供給するように、前記局部発振器システムに指示するように
させるためのコードと、
　前記コンピュータに、前記ミキサが、前記第２の利得状態にあることが決定される場合
に、前記選択された第１のデューティサイクルモードで動作するように、そして前記ミキ
サと、選択された第２のミキサコアとのうちの少なくとも一方にＬＯ信号を供給するよう
に、前記局部発振器システムに指示するようにさせるためのコードと、
　前記コンピュータに、前記ミキサが、前記第３の利得状態にあることが決定される場合
に、選択された第２のデューティサイクルモードで動作するように、そして前記選択され
た第１のミキサコアにＬＯ信号を供給するように、前記局部発振器システムに指示するよ
うにさせるためのコードと、
　を備えるコンピュータ可読媒体、
　を備えるコンピュータプログラムプロダクト。
【請求項２５】
　複数のミキサコアを有し、そして複数のデューティサイクルモードを有する局部発振器
（ＬＯ）に結合されたミキサの利得状態を決定するための手段と、なお前記決定された利
得状態は、前記ミキサの第１、第２、および第３の利得のうちの少なくとも１つに対応す
る、
　前記ミキサの前記決定された利得状態に基づいて、前記複数のミキサコアからのミキサ
コアと、前記局部発振器システムの前記複数のデューティサイクルモードからのデューテ
ィサイクルモードとを選択するための手段と、
　前記ミキサが、前記第１の利得状態にあることが決定される場合に、選択された第１の
デューティサイクルモードで動作するように、そして選択された第１のミキサコアにＬＯ
信号を供給するように、前記ミキサが、前記第２の利得状態にあることが決定される場合
に、前記選択された第１のデューティサイクルモードで動作するように、そして前記ミキ
サと、選択された第２のミキサコアとのうちの少なくとも一方にＬＯ信号を供給するよう
に、そして前記ミキサが、前記第３の利得状態にあることが決定される場合に、選択され
た第２のデューティサイクルモードで動作するように、そして前記選択された第１のミキ
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サコアにＬＯ信号を供給するように、前記局部発振器システムに指示するための手段と、
　を備える装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般にレシーバに関し、そしてより詳細には、無線周波数(radio frequency
)（ＲＦ）レシーバにおける電力消費を低減させるための技法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信システムにおいて、レシーバは、トランスミッタから無線周波数(radio-frequency
)（ＲＦ）信号を受信し、そして１つまたは複数のミキサを使用してＲＦからベースバン
ド(base-band)へと受信信号をダウンコンバートする。各ミキサは、局部発振器(local os
cillator)（ＬＯ）信号と受信信号を混合する。ＬＯバッファは、一般的に、ミキサの前
でＬＯ信号をバッファリングするために提供される。
【０００３】
　ワイヤレスデバイスレシーバを実現するためのいくつかの異なる回路トポロジが、存在
する。いくつかのトポロジは、低雑音増幅器(low-noise amplifier)（ＬＮＡ）とミキサ
との間の着信ＲＦ信号経路の中に配置された表面弾性波(surface acoustic-wave)（ＳＡ
Ｗ）フィルタを伴う。少しコストのかかる大きなＳＡＷデバイスを使用せずに、十分な性
能のワイヤレスデバイスレシーバを実現することができることが、望ましい。ＳＡＷレス
レシーバ(SAW-less receiver)の中で良好な線形性を達成するために、純粋に受動的なダ
ウンコンバートするミキサが、時に使用される。受動ミキサは、ミキサのスイッチングコ
アの前に利得ステージなどの能動ｇｍ－セル(gm-cell)を有してはいない。しかしながら
、依然として良好な線形性（例えば、３倍ビート）性能を達成しながら、要求する雑音指
数(noise figure)（ＮＦ）要件を満たすことは、このトポロジでは、多くの場合に難しい
。
【０００４】
　良好なＮＦ性能を達成するための１つの現在のアプローチは、よりよい利得のためにＲ
Ｆレシーバにおいて２５－デューティサイクル(25-duty-cycle)（２５ＤＣ）のＬＯを使
用することである。別のアプローチは、５０ＤＣのＬＯなど、より高いデューティサイク
ルのＬＯの使用であり、これは、２５ＤＣに比べて電力消費を低減させるが、低減された
利得を犠牲にして成り立つ。
【０００５】
　したがって、許容可能なＮＦを維持しながら、ワイヤレスデバイスのレシーバにおける
電力消費を低減するための必要性が、当技術分野において存在する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】図１は、本開示の例示の実施形態が実行されることができる例示のワイヤレス通
信環境を示している。
【図２】図２は、先行技術の技法を使用した例示のワイヤレスデバイスを示している。
【図３】図３は、本開示の例示の実施形態を示している。
【図４Ａ】図４Ａは、本開示の例示の実施形態と一緒に使用される変性インピーダンス要
素の例示の回路図である。
【図４Ｂ】図４Ｂは、本開示の例示の実施形態と一緒に使用される変性インピーダンス要
素の例示の回路図である。
【図４Ｃ】図４Ｃは、本開示の例示の実施形態と一緒に使用される変性インピーダンス要
素の例示の回路図である。
【図４Ｄ】図４Ｄは、本開示の例示の実施形態と一緒に使用される変性インピーダンス要
素の例示の回路図である。
【図４Ｅ】図４Ｅは、本開示の例示の実施形態と一緒に使用される変性インピーダンス要
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素の例示の回路図である。
【図４Ｆ】図４Ｆは、本開示の例示の実施形態と一緒に使用される変性インピーダンス要
素の例示の回路図である。
【図４Ｇ】図４Ｇは、本開示の例示の実施形態と一緒に使用される変性インピーダンス要
素の例示の回路図である。
【図５】図５は、本開示の例示の方法を示すフローチャートである。
【図６】図６は、本開示の別の例示の実施形態を示している。
【図７】図７は、本開示の別の例示の方法を示すフローチャートである。
【詳細な説明】
【０００７】
　ここにおいて説明される技法は、無線周波数受信が望ましい任意の電気または電子の環
境における任意の電子設定に対して適用可能であり、そしてその任意の電子設定のために
使用されることができる。例示の目的のためだけに、ここにおいて説明される例示の実施
形態は、ワイヤレス通信環境との関連で提示されるが、それらは、そのようなものだけに
限定されるようには意味されず、セル電話、基地局、ケーブルセットトップボックスなど
、無線周波数の送信および受信を使用する任意の有線またはワイヤレスの通信設定にも適
用可能である。
【０００８】
　ここにおいて説明される技法は、ＣＤＭＡネットワーク、ＴＤＭＡネットワーク、ＦＤ
ＭＡネットワーク、ＯＦＤＭＡネットワーク、ＳＣ－ＦＤＭＡネットワークなどのワイヤ
レス通信ネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワークのために使用されること
ができる。用語「ネットワーク」と、「システム」とは、多くの場合に交換可能に使用さ
れる。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス(Universal Terrestri
al Radio Access)（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術をインプリメントする
ことができる。ＵＴＲＡは、広帯域－ＣＤＭＡ(Wideband-CDMA)（Ｗ－ＣＤＭＡ）、低チ
ップレート(Low Chip Rate)（ＬＣＲ）、高チップレート(High Chip Rate)（ＨＣＲ）な
どを含む。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００規格と、ＩＳ－９５規格と、ＩＳ－８５
６規格と、をカバーする。ＴＤＭＡネットワークは、移動通信用グローバルシステム(Glo
bal System for Mobile Communications)（ＧＳＭ）などの無線技術をインプリメントす
ることができる。ＯＦＤＭＡネットワークは、先進(Evolved)ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）
、ウルトラモバイルブロードバンド(Ultra Mobile Broadband)（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０
２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０
、フラッシュ－ＯＦＤＭ(Flash-OFDM)（登録商標）などの無線技術をインプリメントする
ことができる。これらの様々な無線の技術および規格は、当技術分野において知られてい
る。ＵＴＲＡと、Ｅ－ＵＴＲＡと、ＧＳＭとは、「第３世代パートナーシッププロジェク
ト(3rd Generation Partnership Project)」（３ＧＰＰ）と命名された組織からのドキュ
メントの中で説明される。ＣＤＭＡ２０００は、「第３世代パートナーシッププロジェク
ト２(3rd Generation Partnership Project 2)」（３ＧＰＰ２）と命名された組織からの
ドキュメントの中で説明される。３ＧＰＰドキュメントと、３ＧＰＰ２ドキュメントとは
、公表されている。明確にするために、本技法のある種の態様は、３ＧＰＰネットワーク
について以下で説明される。
【０００９】
　言葉「例示の(exemplary)」は、ここにおいて、「１つの例(example)、インスタンス(i
nstance)、または例証(illustration)としての役割を果たすこと」を意味するように使用
される。ここにおいて「例示の」として説明されるどのような実施形態も、必ずしも他の
実施形態よりも好ましい、あるいは有利であるとして解釈されるべきであるとは限らない
。
【００１０】
　図１は、通信システム１２０および１２２と、複数のワイヤレス通信システム１２０お
よび１２２との通信ができるマルチアンテナワイヤレスデバイスなどのワイヤレスデバイ
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ス１１０と、を備える例示のワイヤレス通信環境１を示している。ワイヤレスシステム１
２０は、例えば、ＩＳ－２０００（ＣＤＭＡ　１ｘと一般に称される）、ＩＳ－８５６（
ＣＤＭＡ　１ｘＥＶ－ＤＯと一般に称される）、ＩＳ－９５、Ｗ－ＣＤＭＡなど、１つま
たは複数のＣＤＭＡ規格をインプリメントすることができるＣＤＭＡシステムとすること
ができる。ワイヤレスシステム１２０は、基地トランシーバシステム(base transceiver 
system)（ＢＴＳ）１３０と、モバイル交換局(mobile switching center)（ＭＳＣ）１４
０と、を含む。ＢＴＳ１３０は、そのカバレージエリアの下でワイヤレスデバイスについ
てのオーバージエア通信(over-the-air communication)を提供する。ＭＳＣ１４０は、ワ
イヤレスシステム１２０の中でＢＴＳに結合し、そしてこれらのＢＴＳについての協調と
制御とを提供する。ワイヤレスシステム１２２は、例えば、ＧＳＭなど、１つまたは複数
のＴＤＭＡ規格をインプリメントすることができるＴＤＭＡシステムとすることができる
。ワイヤレスシステム１２２は、ノードＢ(Node B)１３２と、無線ネットワークコントロ
ーラ(radio network controller)（ＲＮＣ）１４２と、を含む。ノードＢ１３２は、その
カバレージエリアの下でワイヤレスデバイスについてのオーバージエア通信を提供する。
ＲＮＣ１４２は、ワイヤレスシステム１２２の中でノードＢに結合し、そしてこれらのノ
ードＢについての協調と制御とを提供する。一般に、ＢＴＳ１３０と、ノードＢ１３２と
は、ワイヤレスデバイスについての通信カバレージを提供する固定局であり、基地局、ま
たは何らかの他の専門用語と称されることもできる。ＭＳＣ１４０と、ＲＮＣ１４２とは
、基地局についての協調と制御とを提供するネットワークエンティティであり、そして他
の専門用語によって称されることもできる。
【００１１】
　ワイヤレスデバイス１１０は、セルラ電話、個人用携帯型情報端末(personal digital 
assistant)（ＰＤＡ）、ワイヤレス使用可能コンピュータ、あるいは何らかの他のワイヤ
レス通信のユニットまたはデバイス、とすることができる。ワイヤレスデバイス１１０は
、モバイル局（３ＧＰＰ２専門用語）、ユーザ装置(user equipment)（ＵＥ）（３ＧＰＰ
専門用語）、アクセス端末、または何らかの他の専門用語、と称されることもできる。ワ
イヤレスデバイス１１０は、複数のアンテナ、例えば、１つの外部アンテナと、１つまた
は複数の内部アンテナと、を装備される。複数のアンテナは、フェージング、マルチパス
、干渉など、有害な経路効果に対するダイバーシティ(diversity)を提供するために使用
されることができる。送信エンティティにおいてアンテナから送信されるＲＦ変調信号は
、見通し線経路(line-of-sight paths)および／または反射された経路を経由してワイヤ
レスデバイス１１０における複数のアンテナに到達することができる。少なくとも１つの
伝搬経路は、一般的に、ワイヤレスデバイス１１０において送信アンテナと、各受信アン
テナとの間に存在する。少なくともある程度まで一般に真であるが、異なる受信アンテナ
についての伝搬経路が、独立している場合、そのときには複数のアンテナがＲＦ変調信号
を受信するために使用されるときに、ダイバーシティは、増大し、そして受信信号品質は
、改善する。
【００１２】
　ワイヤレスデバイス１１０は、衛星１５０からの信号を受信することができる可能性も
あり、またはできない可能性もある。衛星１５０は、よく知られている全地球測位システ
ム(Global Positioning System)（ＧＰＳ）、欧州ガリレオシステム(European Galileo s
ystem)、何らかの他のシステムなどの衛星測位システムに属することができる。各ＧＰＳ
衛星は、地上のＧＰＳレシーバが、ＧＰＳ信号の到着時刻(time of arrival)（ＴＯＡ）
を測定することを可能にする情報で符号化されたＧＰＳ信号を送信する。十分な数のＧＰ
Ｓ衛星についての測定値は、ＧＰＳレシーバについての正確な３次元位置推定値を得るた
めに使用されることができる。一般に、ワイヤレスデバイス１１０は、異なるワイヤレス
技術（例えば、ＣＤＭＡ、ＧＳＭ、ＧＰＳなど）の任意の数のワイヤレスシステムと通信
することができる可能性がある。
【００１３】
　図２は、例示のワイヤレスデバイス１１０を示すブロック図である。ワイヤレスデバイ
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ス１１０は、一端で、外部のアンテナとすることができる、主要アンテナなどのアンテナ
２０２に結合し、他端で、経路２４０などを経由して移動局モデム(mobile station mode
m)（ＭＳＭ）２２０と通信している、ＳＡＷレストランシーバなどのトランシーバシステ
ム２１０を含んでいる。ＭＳＭ２２０は、メモリ２２２と通信しているプロセッサ２２４
を備える。
【００１４】
　図２に示されるように、アンテナ２０２において受信される着信ＲＦ信号は、低雑音増
幅器（ＬＮＡ）２０の異なる入力端子２０ａおよび２０ｂへと受信される。ＬＮＡ２０は
、ＲＦ信号を増幅し、そして出力リード線２１ａおよび２１ｂからの差動信号を駆動する
。ＬＮＡ２０の出力リード線２１ａおよび２１ｂは、ベースバンド信号ＩおよびＱなどへ
とＲＦ信号をダウンコンバートするために、ミキサ２２ａおよび２２ｂの入力に結合され
る。出力リード線２１ａは、ミキサ２２ａの第１の差動入力リード線２２ａ２に結合され
、そして出力リード線２１ｂは、ミキサ２２ａの第２の差動入力リード線２２ａ１に結合
される。例示の一実施形態においては、ミキサ２２ａは、ミキサのスイッチングコアの前
に利得ステージなどの能動ｇｍ－セルを有さない受動ミキサを備える。図２に示される例
示の実施形態においては、ミキサ２２ａは、電界効果トランジスタ(field effect transi
stors)（ＦＥＴ）など、２つの交差結合スイッチング要素２２ａ３および２２ａ４を含み
、そしてそのコンフィギュレーションおよびオペレーションが、当技術分野においてよく
知られているギルバートミキサ(Gilbert Mixer)である。同様に、出力リード線２１ａは
、ミキサ２２ｂの第１の差動入力リード線２２ｂ１に結合され、そして出力リード線２１
ｂは、ミキサ２２ｂの第２の差動入力リード線２２ｂ２に結合される。例示の一実施形態
においては、ミキサ２２ｂは、ミキサのスイッチングコアの前に利得ステージなどの能動
ｇｍ－セルを有さない受動ミキサを備え、そして類似したミキサ２２ａは、２つの交差結
合スイッチング要素を有するギルバートミキサを備える。
【００１５】
　トランシーバシステム２１０は、先ずバッファ２８にバッファされ、次いで２分周のよ
うに周波数分周器２７によって周波数分周されるダウンコンバートする電圧信号を生成す
るための電圧制御発振器２９も含んでいる。次いで、周波数分周器２７の出力は、２５デ
ューティサイクル（ＤＣ）ジェネレータ２６へと供給され、この２５ＤＣジェネレータ２
６は、２５ＤＣ信号２５ａと２５ｂとをそれぞれバッファ２４ａと２４ｂとに出力する。
次いでバッファ２４ａと２４ｂとは、バッファされた信号２３ａ１、２３ａ２と、２２ｂ
１、２２ｂ２とをそれぞれミキサ２２ａと、２２ｂとに出力する。次いで、ミキサ２２ａ
と２２ｂとは、それぞれダウンコンバートされた直交(Quadrature)（Ｑ）信号５０ａ１、
５０ａ２と、同相(In-phase)（Ｉ）信号５０ｂ１、５０ｂ２とを生成するために、それら
の入力２２ａ１、２２ａ２と、２２ｂ１、２２ｂ２との中で受信されるＲＦ信号と、信号
２３ａ１、２３ａ２と、２３ｂ１、２３ｂ２とをそれぞれ混合する。次いで、ダウンコン
バートされたＩ信号とＱ信号とは、経路２４０などを経由してＭＳＭ２２０へと供給され
る。
【００１６】
　上記で説明されるように、上記のトランシーバシステム２１０における欠点は、２５Ｄ
Ｃ　ＬＯが、比較的高い電流を消費し、電力のより高い消費をもたらすことである。しか
しながら、５０ＤＣ　ＬＯなど、より高いデューティサイクルのＬＯの使用は、電力消費
を低減させることができるが、低減された利得を犠牲にして成り立ち、悪化された雑音指
数性能をもたらす。
【００１７】
　図３は、例示の目的のためだけのＳＡＷレスＧＳＭトランシーバシステム３１０との関
連で説明される本開示の例示の一実施形態を示しているが、これは、同様に他の通信シス
テムと共に使用されることもできる。図３に示されるように、トランシーバシステム３１
０は、外部アンテナとすることができる、主要アンテナなどのアンテナ３０２に結合し、
そして経路３３０などを経由して移動局モデム（ＭＳＭ）３２０と通信している。ＭＳＭ
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３２０は、図に示されるようにＭＳＭ３２０の内部に、あるいはＭＳＭ３２０の外部に（
図示されず）あるようにすることができるメモリ３２２と通信しているプロセッサ３２３
を備える。
【００１８】
　図３に示されるように、トランシーバシステム３１０は、先ずアンテナ３０２上で、次
いで低雑音増幅器（ＬＮＡ）３０の差動入力端子３０ａおよび３０ｂへと受信される、直
交（Ｑ）信号などのＲＦ信号をダウンコンバートするための、能動ミキサや受動ミキサな
どのミキサ３２ａを含んでおり、この出力リード線３１ａおよび３１ｂは、次いでミキサ
３２ａに結合される。例示の一実施形態においては、ＬＮＡ３０は、可変利得増幅器であ
る。例示の一実施形態においては、ミキサ３２ａは、ミキサのスイッチングコアの前に利
得ステージなどの能動ｇｍ－セルを有さない受動ミキサを備える。図３に示される例示の
実施形態においては、ミキサ３２ａは、各々が、電界効果トランジスタ（ＦＥＴ）など、
複数のトランジスタを有する、２つの交差結合スイッチング要素３２ａ３および３２ａ４
を含むギルバートミキサである。ミキサ３２ａは、３０４や３０５などの変性インピーダ
ンス要素が、それぞれ入力リード線３０１および３０２に結合された入力リード線３０１
および３０２を含む。例示の一実施形態においては、変性インピーダンス要素３０４およ
び３０５は、２０オームよりも大きな抵抗値を有する抵抗である。変性インピーダンス要
素３０４および３０５は、図に示されるように、ミキサ３２ａの内部で、あるいはそれぞ
れ入力経路３０１ａおよび３０２ａに沿って外部で（図示されず）入力リード線３０１お
よび３０２に結合されることができる。
【００１９】
　トランシーバシステム３１０は、ミキサ３２ａのためのＬＯ信号を生成する、複数のデ
ューティサイクルモードを有する局部発振器（ＬＯ）システム３００をさらに含んでいる
。局部発振器システム３００は、バッファ３３ａに対してＬＯ信号３５ａを出力する、プ
ログラマブルな２５／５０ＤＣジェネレータなどのマルチモードデューティサイクル（Ｄ
Ｃ）ジェネレータ３６を含んでいる。次いで、バッファされた信号３３ａ１および３３ａ
２はそれぞれ、それぞれ出力経路７０ａ２および７０ａ１から出力されるダウンコンバー
トされた信号に対して入力リード線３０１および３０２の中で受信されるＲＦ信号につい
てダウンコンバートするためのミキサ３２ａのスイッチング要素３２ａ４および３２ａ３
に対して供給される。
【００２０】
　図５と組み合わせてさらに詳細に以下で説明されるように、局部発振器システム３００
は、ミキサ３２ａの第１の利得状態に基づいて第１のデューティサイクルで、そしてミキ
サ３２ａの第２の利得状態に基づいて第２のデューティサイクルで動作する。例示の一実
施形態においては、制御信号５１は、どのデューティサイクルで動作すべきかについてデ
ューティサイクルジェネレータ３６に対する指示(instruction)を提供するために、プロ
セッサ３２２などから局部発振器システム３００へと受信される。例示の一実施形態にお
いては、デューティサイクルジェネレータ３６は、プログラマブルなデューティサイクル
ジェネレータである。トランシーバシステム３１０はまた、次いで先ずバッファ３８にバ
ッファされ、次いで局部発振器システム３００に供給される前に、２分周のように周波数
分周器３７によって周波数分周されるダウンコンバートする電圧信号を生成するための電
圧制御発振器３９も含んでいる。
【００２１】
　図３に示されるように、トランシーバシステム３１０は、同相（Ｉ）信号など、追加の
信号をダウンコンバートするための、ミキサ３２ｂなど、追加のミキサを含むことができ
る。例示の一実施形態においては、ミキサ３２ｂなど、追加の各ミキサは、その入力に結
合された変性インピーダンス要素も有し、そしてまた、バッファ３３ｂなど、追加のバッ
ファを有する局部発振器システム３００からのＬＯ信号を受信し、これらは、次いで両方
のミキサ３２ａ、３２ｂなどのミキサの利得状態に基づいて動作する。簡単にするために
、トランシーバシステム３１０のオペレーションは、ミキサ３２ａとの関連だけで、ここ
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において詳細に説明されるが、ミキサ３２ａや３２ｂなど、複数のミキサを有するコンフ
ィギュレーションに対して簡単に適用されることができる。
【００２２】
　図４Ａ～Ｇは、本開示の例示の実施形態において、３０４や３０５などの変性インピー
ダンス要素として使用されることができる、入力リード線４１を有する変性インピーダン
ス要素６１の例示の回路図である。例示の一実施形態においては、変性インピーダンス要
素６１は、図４Ａに示されるような抵抗と、図４Ｂに示されるようなキャパシタと、図４
Ｃに示されるようなトランジスタと、図４Ｄに示されるような直列に結合された抵抗とキ
ャパシタと、図４Ｅに示されるような直列に結合された抵抗とトランジスタと、図４Ｆに
示されるような直列に結合されたキャパシタとトランジスタと、図４Ｇに示されるような
直列に一緒に結合された抵抗とキャパシタとトランジスタと、を含むことができる。
【００２３】
　図５は、図３と一緒に本開示の例示の一方法を示すフローチャートである。プロセスは
、ミキサ３２ａなどのミキサの利得状態が、プロセッサ３２３などによって決定されるブ
ロック５００において開始する。ミキサ３２ａは、２５ＤＣモードや５０ＤＣモードなど
、複数のデューティサイクル（ＤＣ）モードを有する局部発振器（ＬＯ）システム３００
に結合される。次に、ブロック５１０において、デューティサイクルモードは、ミキサ３
２ａの決定された利得状態に基づいてプロセッサ３２３などによって選択される。トラン
シーバシステム３１０が、ミキサ３２ａや３２ｂなど、複数のミキサを含むコンフィギュ
レーションにおいては、デューティサイクルモードは、ミキサ３２ａや３２ｂなどのミキ
サの決定された利得状態に基づいて選択される。例示の一実施形態においては、選択され
たミキサ（単数または複数）の第１の利得状態は、高利得状態を備え、そして選択された
ミキサ（単数または複数）の第２の利得は、低利得状態を備える。
【００２４】
　次に、ブロック５２０において、局部発振器システム３００は、ミキサ３２ａの決定さ
れた第１の利得状態に基づいて、選択された第１のデューティサイクルモードで動作する
ようにプロセッサ３２３などによって指示される。次に、ブロック５３０において、局部
発振器システム３００は、ミキサの決定された第２の利得状態に基づいて、選択された第
２のデューティサイクルモードで動作するようにプロセッサ３２３などによって指示され
る。例示の一実施形態においては、第１のデューティサイクルは、それぞれ２５ＤＣや５
０ＤＣなど、第２のデューティサイクルのデューティサイクルレートよりも低いデューテ
ィサイクルレートを備える。次いで、全部のフローは、終了する。
【００２５】
　図６は、例示の目的のためだけのＳＡＷレスＣＤＭＡトランシーバシステム６０９との
関連で説明される本開示の例示の一実施形態を示しているが、これは、同様に他の通信シ
ステムと共に使用されることもできる。図６に示されるように、トランシーバシステム６
０９は、外部アンテナとすることができる、主要アンテナなどのアンテナ６０２に結合し
、そして経路６４０などを経由して移動局モデム（ＭＳＭ）６２０と通信している。ＭＳ
Ｍ６２０は、ＭＳＭ６２０の内部に、あるいは外部にあるようにすることができるメモリ
６２２と通信しているプロセッサ６２３を備える。
【００２６】
　図６に示されるように、トランシーバシステム６０９は、直交（Ｑ）信号などのＲＦ信
号をダウンコンバートするための、ミキサコア６１０や６１１など、２つ以上のミキサコ
アを有する、能動ミキサや受動ミキサなどのミキサ６２ａを含んでいる。ＲＦ信号は、先
ずアンテナ６０２において、次いで低雑音増幅器（ＬＮＡ）６０の差動入力端子６０ａお
よび６０ｂへと受信され、この低雑音増幅器の出力リード線６１ａおよび６１ｂは、次い
でそれぞれミキサ６２ａの入力リード線６１３および６１２に結合される。例示の一実施
形態においては、ＬＮＡ６０は、可変利得増幅器である。例示の一実施形態においては、
ミキサコア６１０および６１１のうちの１つまたは複数は、スイッチングコアなど、能動
コアまたは受動コアとすることができる。図６に示される例示の実施形態においては、ミ
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キサ６２ａは、各々が、図３と一緒に説明される要素など、２つの交差結合スイッチング
要素を有するギルバートミキサを備えるミキサコア６１０および６１１を有し、スイッチ
ングコア６１０および６１１の前に利得ステージを有さない受動ミキサを備える。
【００２７】
　図６に示されるように、ミキサコア６１０および６１１の各々は、ミキサコア６１０に
ついての入力リード線６０１および６０２や、ミキサコア６１１についての入力リード線
６０３および６０４など、複数の入力リード線を有する。例示の一実施形態においては、
ミキサ６２ａの入力６１２は、それぞれミキサコア６１０および６１１の入力リード線６
０２および６０４に結合され、そしてミキサ６２ａの入力６１３は、それぞれミキサコア
６１０および６１１の入力リード線６０１および６０３に結合される。ミキサ６２ａはま
た、出力６２０ａと６２０ｂとを含み、そしてミキサコア６１０および６１１の各々は、
ミキサコア６１０についての出力６０１ｂおよび６０２ｂや、ミキサコア６１１について
の出力６０３ｂおよび６０４ｂなど、１対の出力を有する。例示の一実施形態においては
、ミキサ６２ａの出力６２０ｂは、それぞれミキサコア６１０および６１１の出力リード
線６０２ｂおよび６０４ｂに結合され、そしてミキサ６２ａの出力６２０ａは、それぞれ
ミキサコア６１０および６１１の出力リード線６０１ｂおよび６０３ｂに結合される。
【００２８】
　次に、変性インピーダンス要素は、ミキサコア６１０の入力リード線６０１および６０
２にそれぞれ結合される変性インピーダンス要素６０５および６０６や、ミキサコア６１
１の入力リード線６０３および６０４にそれぞれ結合される変性インピーダンス要素６０
７および６０８など、ミキサコア６１０および６１１の各々の入力リード線に結合される
。変性インピーダンス要素６０５、６０６、６０７および６０８は、図に示されるように
、ミキサコア６１０および６１１の内部に、あるいはそれぞれそれらの入力経路６０１ａ
、６０２ａ、６０３ａおよび６０４ａに沿って外部に（図示されず）のいずれかで、入力
リード線６０１、６０２、６０３および６０４にそれぞれ結合されることができる。
【００２９】
　ミキサ６２ａの中のミキサコアの数は、説明を簡単にするために２として選択されるが
、ミキサ６２ａは、２つより多いミキサコアを有することができることに注意すべきであ
る。例示の一実施形態においては、ミキサコアのうちの１つは、あらかじめ決定されたイ
ンピーダンス比だけなど、ミキサ６２ａの中の他のミキサコアとは異なるインピーダンス
値のものである。例示の一実施形態においては、１つのミキサコアの変性インピーダンス
要素は、あらかじめ決定されたインピーダンス比だけなど、他のミキサコアの変性インピ
ーダンス要素に比べて異なっている。
【００３０】
　図６に示される例示の実施形態においては、ミキサコア６１０は、ミキサコア６１１に
対するミキサコア６１０のあらかじめ決定されたインピーダンス比だけなど、ミキサコア
６１１に比べて異なるインピーダンス値のものであり、ミキサコア６１０の変性インピー
ダンス要素６０５および６０６は、あらかじめ決定されたインピーダンス比だけなど、ミ
キサコア６１１の変性インピーダンス要素６０７および６０８に比べて異なるインピーダ
ンス値のものである。例示の一実施形態においては、ミキサコア６１０は、ミキサコア６
１１よりも大きな物理サイズを有することなどにより、ミキサコア６１１に対するミキサ
コア６１０のあらかじめ決定されたサイズ比だけなど、ミキサコア６１１より小さなイン
ピーダンス値のものである。
【００３１】
　例示の一実施形態においては、変性インピーダンス要素６０５、６０６、６０７および
６０８の各々は、図４Ａ～Ｇと一緒に上記で説明されるように、抵抗と、キャパシタと、
トランジスタと、直列に結合された抵抗とキャパシタと、直列に結合された抵抗とトラン
ジスタと、直列に結合されたキャパシタとトランジスタと、直列に結合された抵抗とキャ
パシタとトランジスタと、から成ることができる。
【００３２】
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　図６に示されるように、トランシーバシステム６０９は、先ずバッファ６８にバッファ
され、次いで、局部発振器（ＬＯ）システム６００へと供給される前に、２分周のように
周波数分周器６７によって周波数分周されるダウンコンバートする電圧信号を生成するた
めの電圧制御発振器６９も含んでいる。局部発振器（ＬＯ）システム６００は、ミキサ６
２ａに供給されるＬＯ信号を生成する複数のデューティサイクルモードを有する。局部発
振器システム６００は、ミキサ６２ａに対して、バッファされた信号を供給するバッファ
システム６６ａに対する結合線７５などを経由してＬＯ信号を出力する、プログラマブル
な２５／５０ＤＣジェネレータなどのマルチモードデューティサイクル（ＤＣ）ジェネレ
ータ６６を含んでいる。例示の一実施形態においては、デューティサイクルジェネレータ
６６は、プログラマブルなデューティサイクルジェネレータである。
【００３３】
　図７と一緒により詳細に説明されるように、次いで、プロセッサ３２３などのコントロ
ーラは、（ａ）ミキサ６２ａの第１の利得に基づいて、２５ＤＣなど、第１のデューティ
サイクルモードで、ミキサコア６１１など、第１のミキサコアと、局部発振器システム６
００とを動作させるために、（ｂ）ミキサ６２ａの第２の利得に基づいて、２５ＤＣなど
、第１のデューティサイクルモードで、ミキサ６２ａ、またはミキサコア６１０など第２
のミキサコアのいずれかと、局部発振器システム６００とを動作させるために、そして（
ｃ）ミキサ６２ａの第３の利得に基づいて、５０ＤＣなど、第２のデューティサイクルモ
ードで、ミキサコア６１１など、第１のミキサコアと、局部発振器システム６００とを動
作させるために使用される。プロセッサ６２３などのコントローラからの指示(instructi
ons)は、次いで指示されたデューティサイクルモードで動作することになるマルチモード
デューティサイクル（ＤＣ）ジェネレータ６６において受信される。
【００３４】
　例示の一実施形態においては、バッファシステム６６ａは、結合線７５などを経由して
、デューティサイクルジェネレータシステム６６の対応する出力リード線に結合された入
力リード線を含んでいる。バッファシステム６６ａはまた、マルチモードデューティサイ
クル（ＤＣ）ジェネレータ６６のデューティサイクルのうちの１つに対応するＬＯ信号を
ミキサ６２ａに供給する、ミキサコア６１１の対応する入力リード線６３０ａおよび６３
０ｂに結合された第１の組の出力リード線６３ａ１および６３ａ２も含んでいる。バッフ
ァシステム６６ａはまた、マルチモードデューティサイクル（ＤＣ）ジェネレータ６６の
デューティサイクルのうちの１つに対応する信号をミキサ６２ａに供給する、ミキサコア
６１０の入力リード線に結合された第２の組の出力リード線６４ａ１および６４ａ２も含
んでいる。次いで、バッファされた信号は、出力６２０ｂおよび６２０ａからそれぞれ出
力されるダウンコンバートされた信号へと入力リード線６１２および６１３の中で受信さ
れるＲＦ信号についてダウンコンバートするために、それぞれミキサコア６１１および６
１０のスイッチング要素に対して、対６３ａ１、６３ａ２と、６４ａ１、６４ａ２とによ
って供給される。
【００３５】
　例示の一実施形態においては、バッファシステム６６ａは、２つのサブバッファ（図示
されず）を含んでおり、各サブバッファは、出力リード線６３ａ１、６３ａ２や、６４ａ
１、６４ａ２など、バッファシステム６６ａの異なる対の出力リード線から出力する。例
示の一実施形態においては、サブバッファは、異なるサイズのミキサコア６１０および６
１１に対応する異なるサイズのものであり、そしてプロセッサ６２３などのコントローラ
からの制御線６５ａを経由して受信される制御信号に基づいて選択される。制御線６５ａ
を経由したサブバッファの選択は、選択されたサブバッファが、マルチモードデューティ
サイクル（ＤＣ）ジェネレータ６６のデューティサイクルのうちの１つに対応するＬＯ信
号を対応するミキサコアに対して供給することを可能にするのに対して、他のミキサコア
は、それらの対応するサブバッファからのＬＯ信号を供給されない。例えば、ミキサコア
６１０に対応するサブバッファが、選択される場合、選択されたサブバッファは、出力リ
ード線６４ａ１および６４ａ２を経由して、ミキサコア６１０に対してＬＯ信号を供給す
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るが、ＬＯ信号は、他の選択されなかったサブバッファによっては出力リード線６３ａ１
および６３ａ２を経由してミキサコア６１１に対して供給されることはない。
【００３６】
　図６に示されるように、トランシーバシステム６０９は、同相（Ｉ）信号など、追加の
信号をダウンコンバートするための、ミキサ６２ｂなど、追加のミキサを含むことができ
る。例示の一実施形態においては、ミキサ６２ｂなど、追加の各ミキサはまた、上記で説
明されるようにミキサ６２ａのような複数のミキサコアを有し、その各々は、それらの入
力に結合された変性インピーダンス要素を有し、そしてまた、次いで両方のミキサ６２ａ
や６２ｂなどのミキサの利得状態に基づいて動作する局部発振器システム６００からＬＯ
信号を受信する。局部発振器システム６００はまた、ミキサ６２ｂについてのバッファシ
ステム６６ｂなど、追加のミキサについての追加のバッファシステムを有することになる
。簡単にするために、トランシーバシステム６０９のオペレーションは、ミキサ６２ａと
の関連だけでここにおいて詳細に説明されるが、複数のミキサを有するコンフィギュレー
ションにも簡単に適用されることができる。
【００３７】
　さらに、ミキサ６２ａや６２ｂなど、各ミキサは、２つより多いミキサコアと、それら
のバッファシステム６６ａおよび６６ｂの中でそれぞれ異なるサイズの対応する数のサブ
バッファとを含むことができる。ミキサコンフィギュレーション当たりに複数のミキサと
複数のミキサコアとを有する例示の一実施形態においては、局部発振器（ＬＯ）システム
６００は、ミキサに供給されるＬＯ信号を生成する。以下で、そして図７と一緒により詳
細に説明されるように、次いで、プロセッサ６２３などのコントローラは、（ａ）ミキサ
の第１の利得に基づいて第１のデューティサイクルモードで、ミキサの各々の中の対応す
る第１のミキサコアと、局部発振器システム６００とを動作させ、（ｂ）ミキサの第２の
利得に基づいて第１のデューティサイクルモードで、ミキサ、またはミキサの各々の中の
対応する第２のミキサコアと、局部発振器システム６００とを動作させ、そして（ｃ）ミ
キサの第３の利得に基づいて、第２のデューティサイクルモードで、ミキサの各々の中の
対応する第１のミキサコアと、局部発振器システム６００とを動作させる。
【００３８】
　図７は、図６と一緒に、本開示の別の例示の方法を示すフローチャートである。プロセ
スは、ミキサコア６１０や６１１など、複数のミキサコアを有し、そして２５ＤＣモード
や５０ＤＣモードなど、複数のデューティサイクル（ＤＣ）モードを有する局部発振器（
ＬＯ）６００に結合される、ミキサ６２ａなどのミキサの利得状態が決定されるブロック
７００において開始する。決定された利得状態は、ミキサの第１の利得、第２の利得、ま
たは第３の利得に対応する。
【００３９】
　例示の一実施形態においては、ミキサの第１の利得状態は、ＣＤＭＡ　１ｘレシーバに
おける高利得低線形(high gain low-linearly)（Ｇ０ＬＬ）状態などの高利得状態を備え
、ミキサの第２の利得は、ＣＤＭＡ　１ｘレシーバにおける低利得高線形(low gain high
-linearly)（Ｇ０ＨＬ）状態などの低利得状態を備え、そして第３の利得状態は、ＣＤＭ
Ａ　１ｘレシーバにおける低利得状態Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３など、ミキサの第２の利得よりも
低い低利得状態を備える。
【００４０】
　次に、ブロック７１０において、ミキサ６２ａなどのミキサの決定された利得状態に基
づいて、ミキサコア６１０や６１１など、ミキサの中のミキサコアが、２５ＤＣモードや
５０ＤＣモードなど、局部発振器システム６００のデューティサイクルモードと同様に選
択される。例示の一実施形態においては、ミキサコアとデューティサイクルとの選択は、
プロセッサ６２３などのコントローラによって実行される。
【００４１】
　次に、ブロック７２０において、ミキサ６２ａなどのミキサが、ＣＤＭＡ　１ｘレシー
バにおける高利得低線形(high gain low-linearly)（Ｇ０ＬＬ）状態など、第１の利得状
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態にあることが決定される場合、そのときには局部発振器システム６００は、２５ＤＣな
どの低デューティサイクルモードで動作するように、そしてミキサコア６１１などのミキ
サの選択されたミキサコアにＬＯ信号を供給するように、プロセッサ６２３などのコント
ローラによって指示される。例示の一実施形態においては、ミキサコア６１１など、選択
されたミキサコアは、ミキサコア６１０など、選択されていないミキサコアよりも大きな
インピーダンス値を備える。プロセッサ６２３などのコントローラは、制御線６５を経由
してデューティサイクルジェネレータ６６において受信される制御信号に基づいて２５Ｄ
Ｃモードなど、低い方のデューティサイクルモードで動作するようにデューティサイクル
ジェネレータ６６に指示する。プロセッサ６２３などのコントローラはまた、どのミキサ
コアが選択されるかに応じて、出力リード線６４ａ１、６４ａ２、または６３ａ１、６３
ａ２のいずれかを経由することにより、選択されたミキサコアにＬＯ信号を供給するよう
に、制御線６５ａを経由してバッファシステム６６ａにおいて受信される制御信号に基づ
いて、バッファシステム６６ａに指示する。別の例示の実施形態においては、ＬＯ信号は
、プロセッサ６２３などのコントローラからの指示に基づいて、ミキサコア６１０の入力
６０１ａ、６０２ａ、６３０ｃおよび６３０ｄに対する経路に沿ってなど、１つまたは複
数のミキサコアの１つまたは複数の入力に対する経路に沿って配置される１つまたは複数
のマルチプレクサ（図示されず）を経由して、選択されたミキサコアへと供給される。
【００４２】
　次に、ブロック７３０において、ミキサ６２ａなどのミキサが、ＣＤＭＡ　１ｘレシー
バにおける低利得高線形(low gain high-linearly)（Ｇ０ＨＬ）状態など、第２の利得状
態にあることが決定される場合、そのときには局部発振器システム６００は、２５ＤＣな
どの低デューティサイクルモードで動作するように、そして両方のミキサコア６１０と６
１１とを選択することによりミキサ６２ａに対して、またはただ選択されたミキサコアだ
けに対してＬＯ信号を供給するように、プロセッサ６２３などのコントローラによって指
示される。例示の一実施形態においては、ミキサコア６１０など、選択されたミキサコア
は、ミキサコア６１１など、選択されていないミキサコアよりも小さなインピーダンス値
を備える。プロセッサ６２３などのコントローラは、制御線６５を経由してデューティサ
イクルジェネレータ６６において受信される制御信号に基づいて２５ＤＣモードなど、低
い方のデューティサイクルモードで動作するように、デューティサイクルジェネレータ６
６に指示する。プロセッサ６２３などのコントローラはまた、どのミキサコアが選択され
るかに応じて、出力リード線６４ａ１、６４ａ２、または６３ａ１、６３ａ２のいずれか
を経由することにより、選択されたミキサコアに対して、あるいは両方のミキサコアが選
択される場合には両方のミキサコアに対して、ＬＯ信号を供給するように、制御線６５ａ
を経由してバッファシステム６６ａにおいて受信される制御信号に基づいて、バッファシ
ステム６６ａに指示する。別の例示の実施形態においては、ＬＯ信号は、プロセッサ６２
３などのコントローラからの指示に基づいて、ミキサコア６１０の入力６０１ａ、６０２
ａ、６３０ｃおよび６３０ｄに対する経路に沿ってなど、１つまたは複数のミキサコアの
１つまたは複数の入力に対する経路に沿って配置される１つまたは複数のマルチプレクサ
（図示されず）を経由して、選択されたミキサまたはミキサコアへと供給される。
【００４３】
　次に、ブロック７３０において、ミキサ６２ａなどのミキサが、ＣＤＭＡ　１ｘレシー
バにおける低利得状態Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３など、第３の利得状態にあることが決定される場
合、そのときには局部発振器システム６００は、５０ＤＣなどのより高いデューティサイ
クルモードで動作するように、そして選択されたミキサコアにＬＯ信号を供給するように
、プロセッサ６２３などのコントローラによって指示される。例示の一実施形態において
は、ミキサコア６１１など、選択されたミキサコアは、ミキサコア６１０など、選択され
ていないミキサコアよりも大きなインピーダンス値を備える。プロセッサ６２３などのコ
ントローラは、制御線６５を経由してデューティサイクルジェネレータ６６において受信
される制御信号に基づいて５０ＤＣモードなど、高い方のデューティサイクルモードで動
作するようにデューティサイクルジェネレータ６６に指示する。プロセッサ６２３などの
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コントローラはまた、どのミキサコアが選択されるかに応じて、出力リード線６４ａ１、
６４ａ２、または６３ａ１、６３ａ２のいずれかを経由することにより、選択されたミキ
サコアにＬＯ信号を供給するように、制御線６５ａを経由してバッファシステム６６ａに
おいて受信される制御信号に基づいて、バッファシステム６６ａに指示する。別の例示の
実施形態においては、ＬＯ信号は、プロセッサ６２３などのコントローラからの指示に基
づいて、ミキサコア６１０の入力６０１ａ、６０２ａ、６３０ｃおよび６３０ｄに対する
経路に沿ってなど、１つまたは複数のミキサコアの１つまたは複数の入力に対する経路に
沿って配置される１つまたは複数のマルチプレクサ（図示されず）を経由して、選択され
たミキサまたはミキサコアへと供給される。次いで、全体のフローは、終了する。
【００４４】
　５０ＤＣ局部発振器に比べて、２５ＤＣ局部発振器を有するレシーバは、ＬＮＡが同じ
電流を消費する場合に、より高い利得を達成する。レシーバフロントエンドにおける、よ
り高い利得は、ＲＦレシーバにおいて、特にミキサのスイッチングコアの前に利得ステー
ジなどのｇｍ－セルを有さないＳＡＷレスレシーバにおいて、よりよい雑音指数（ＮＦ）
のために非常に望ましい。ほとんどのワイヤレス通信システムにおいては、最も厳しいＮ
Ｆは、高利得モードにおいてだけ必要とされる。他方、低利得モードは、最も電力が支配
的なモードである。低利得モードにおける電力消費を低減させ、そして依然として緩和さ
れたＮＦの仕様を満たすことは、ＲＦレシーバをより電力効率の良いものにすることにな
る。先行技術より優れた本発明の実施形態の１つの利点は、高利得モードにおいて２５Ｄ
Ｃ　ＬＯを、そして低利得モードにおいて５０ＤＣ　ＬＯを使用することにより、より大
きな電力効率が、高利得モードについてのよりよいＮＦと同様に達成されることである。
【００４５】
　様々な例示の実施形態は、例証の目的のために別々に論じられたが、それらは、別々に
示された実施形態の特徴の一部または全部を有する１つの実施形態に組み合わされること
ができることに、注意すべきである。
【００４６】
　当業者(Those of skill in the art)は、情報および信号は、様々な異なる技術および
技法のうちのどれを使用しても表されることができることを理解するであろう。例えば、
上記説明全体を通して参照されることができるデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビ
ット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁気の場または粒子、光学的な
場または粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表されることができる。当業者(T
hose of skill)は、さらに、ここにおける開示に関連して説明される様々な例示の論理ブ
ロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子のハードウェア、コン
ピュータソフトウェア、あるいは両方の組合せとしてインプリメントされることができる
ことを理解するであろう。ハードウェアとソフトウェアとのこの交換可能性を明確に示す
ために、様々な例示のコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステップが
、それらの機能の観点で上記に一般的に説明されている。そのような機能が、ハードウェ
アとしてインプリメントされるか、またはソフトウェアとしてインプリメントされるかは
、全体的なシステムに課される特定のアプリケーションおよび設計の制約条件に依存する
。当業者(Skilled artisans)は、特定の各アプリケーションについて変化するやり方で、
説明された機能をインプリメントすることができるが、そのようなインプリメンテーショ
ンの決定は、本開示の範囲からの逸脱(departure)を引き起こすものとしては解釈される
べきではない。
【００４７】
　ここにおける開示に関連して説明される様々な例示の論理ブロック、モジュール、およ
び回路は、ここにおいて説明される機能を実行するように設計された汎用プロセッサ、デ
ジタル信号プロセッサ(digital signal processor)（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路(a
pplication specific integrated circuit)（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲ
ートアレイ(field programmable gate array)（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブルロ
ジックデバイス、ディスクリートなゲートまたはトランジスタのロジック、ディスクリー
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トハードウェアコンポーネント(discrete hardware components)、あるいはそれらの任意
の組合せを用いてインプリメントされ、または実行されることができる。汎用プロセッサ
は、マイクロプロセッサであってもよいが、代替案においては、プロセッサは、従来の任
意のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械であってもよい
。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ、例えば、ＤＳＰとマイクロプロ
セッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと組み合わされた１つまたは
複数のマイクロプロセッサ、あるいは他のそのような任意のコンフィギュレーションとし
てインプリメントされることもできる。
【００４８】
　ここにおける開示に関連して説明される方法またはアルゴリズムのステップは、ハード
ウェアの形で直接に、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールの形で、あ
るいはそれらの２つの組合せの形で実施されることができる。ソフトウェアモジュールは
、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメ
モリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技術
分野において知られている他の任意の形態のストレージ媒体の中に存在することができる
。例示のストレージ媒体は、プロセッサが、ストレージ媒体から情報を読み取り、そして
ストレージ媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサに結合される。代替案
においては、ストレージ媒体は、プロセッサと一体化していることもできる。プロセッサ
とストレージ媒体とは、ＡＳＩＣの中に存在することができる。ＡＳＩＣは、ユーザ端末
の中に存在することができる。代替案においては、プロセッサとストレージ媒体とは、ユ
ーザ端末の中にディスクリートコンポーネントとして存在することもできる。
【００４９】
　上記で説明される方法は、コンピュータに、上記で説明されたプロセスを実行するよう
にさせるためのコードを有するコンピュータ可読媒体を有するコンピュータプログラムプ
ロダクト(computer program product)の形でインプリメントされることができることに注
意すべきである。１つまたは複数の例示の実施形態においては、説明される機能は、ハー
ドウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せの形でインプリ
メントされることができる。ソフトウェアの形でインプリメントされる場合、それらの機
能は、コンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして記憶され、あ
るいはその上で送信されることができる。コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場
所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含めて、コンピュータス
トレージ媒体と、通信媒体との両方を含んでいる。ストレージ媒体は、汎用または専用の
コンピュータによってアクセスされることができる使用可能な任意の媒体とすることがで
きる。例として、限定するものではないが、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ
、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスク
ストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態で
望ましいプログラムコード手段を搬送し、または記憶するために使用されることができ、
そして汎用または専用のコンピュータ、あるいは汎用または専用のプロセッサによってア
クセスされることができる他の任意の媒体、を備えることができる。また、任意の接続は
、コンピュータ可読媒体と適切に名づけられることもある。例えば、ソフトウェアが、同
軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア(twisted pair)、デジタル加入者回線（
ＤＳＬ）、または赤外線、無線、マイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサ
イト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、そのときには同軸ケーブ
ル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、マイクロ波など
のワイヤレス技術は、媒体の定義の中に含まれる。ここにおいて使用されるようなディス
ク(Disk)およびディスク(disc)は、コンパクトディスク(compact disc)（ＣＤ）、レーザ
ーディスク（登録商標）(laser disc)、光ディスク(optical disc)、デジタル多用途ディ
スク(digital versatile disc)（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク、およびブ
ルーレイディスク(blu-ray disc)を含み、ここでディスク(disks)は通常、データを磁気
的に再生するが、ディスク(discs)は、レーザを用いて光学的にデータを再生する。上記
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の組合せもまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含められるべきである。
【００５０】
　本開示の先の説明は、任意の当業者が、本開示を作りまたは使用することを可能にする
ために提供される。本開示に対する様々な修正は、当業者には簡単に明らかになり、そし
てここにおいて定義される包括的な原理は、本開示の範囲から逸脱することなく、他の変
形にも適用されることができる。したがって、本開示は、ここにおいて説明される例およ
び設計だけに限定されるようには意図されず、ここにおいて開示される原理および新規の
特徴と整合した最も広い範囲を与えられるべきである。

【図１】 【図２】
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【図４Ｃ】

【図４Ｄ】

【図４Ｅ】

【図４Ｆ】

【図４Ｇ】

【図５】
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【図６】 【図７】
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